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幼保小の架け橋プログラム
「幼保小の架け橋プログラム」は何を目指すのか？

５歳～小１の２年間を「架け橋期」と位置づけ、
全ての子供に学びや生活の基盤を保障するため、
自治体のリーダーシップのもと、カリキュラム開発会議等、体制を整え、
架け橋期にふさわしいカリキュラムを作成・評価することで、
教育の充実・改善を目指す



○ 「幼保小の架け橋プログラム」は、子供に関わる大人が立場の
違いを越えて自分事として連携・協働し、この時期にふさわしい主
体的・対話的で深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮
した上で全ての子供に学びや生活の基盤を育めるようにすること
を目指すものです。

本プログラムは、架け橋期に求められる教育の内容等を改めて可
視化したものであり、関係者の負担軽減に留意しつつ、 各地域や
施設の創意工夫を生かした取組が広がり深まっていくことを期待
しています。

「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」
「はじめに ～幼保小の架け橋プログラムの重要性～」より

「幼保小の架け橋プログラム」は何を目指すのか？

全ての子供に学びや生活の基盤を育む
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カリキュラム・教育方法の充実・改善体制づくり



中教審で
の審議
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令和３年７月

中央教育審議会に「幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会」を設置
・幼児期・幼保小の接続期の質の向上について審議開始

令和５年２月

 審議とりまとめ

令和４年３月

「審議経過報告」をとりまとめ
・５歳児～小学校１年生の２年間を「架け橋期」と位置づけ
・架け橋期におけるカリキュラム開発等を幼稚園、保育所、認定こども園、
小学校等の関係者により進める など

「幼保小の架け橋プログラム」
中央教育審議会での審議の経過



学びや生活の基盤をつくる幼児教育と小学校教育の接続について ～幼保小の協働による架け橋期の教育の充実～
令和５年２月27日 中央教育審議会初等中等教育分科会 幼児教育と小学校教育の架け橋特別委員会

・ 幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり、全ての子供に等しく機会を与えて育成していくことが必要。
・ 幼児期は遊びを通して小学校以降の学習の基盤となる芽生えを培う時期であり、小学校においてはその芽生えを更に伸ばしていくことが必要。そのためには、幼児教育と小学校
教育を円滑に接続することが重要。
・ 一方、幼児教育と小学校教育は、他の学校段階等間の接続に比して様々な違いを有しており、円滑な接続を図ることは容易でないため、５歳児から小学校１年生の２年間を「架
け橋期」と称して焦点を当て、０歳から18歳までの学びの連続性に配慮しつつ、「架け橋期」の教育の充実を図り、生涯にわたる学びや生活の基盤をつくることが重要。
・ 架け橋期の教育を充実するためには、幼保小はもとより、家庭、地域、関係団体、地方自治体など、子供に関わる全ての関係者が立場を越えて連携・協働することが必要。
・ 教育行政を所掌する文部科学省は、こども家庭庁をはじめとする関係省庁と連携を図りながら、家庭や地域の状況にかかわらず、全ての子供が格差なく質の高い学びへと接続で
きるよう幼児期及び架け橋期の教育の質を保障していくことが必要。

１．架け橋期の教育の充実
幼児教育施設と小学校は、３要領・指針※及び小学校学習指導要領に基づき、幼児教育と小学校教育を円滑に接続することが必要。
① 子供の発達の段階を見通した架け橋期の教育の充実
・ 幼児教育と小学校教育では、各教科等の区別の有無や内容・時間の設定など様々な違いを有することから、幼保小が意識的に協働して「架け橋期」の教育を充実
・ 幼児教育施設においては、小学校教育を見通して「主体的・対話的で深い学び」等に向けた資質・能力を育み、小学校においては、幼児教育施設で育まれた資質・能力を踏ま
えて教育活動を実施。特に、小学校の入学当初においては、小学校において主体的に自己を発揮しながら学びに向かうことを可能にするための重要な時期であり、幼児期に育まれ
た資質・能力が、低学年の各教科等における学習に円滑に接続するよう教育活動を実施

② 架け橋期のカリキュラムの作成及び評価の工夫によるPDCAサイクルの確立
・ 幼保小が協働して、３要領・指針において幼児期の資質・能力が具体的に現れる姿として定められている「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」等を手掛かりとしながら、架け橋
期のカリキュラム※を作成。小学校１年生の修了時期を中心に共に振り返って、架け橋期の教育目標や日々の教育活動を評価し、幼保小それぞれの教育を充実
※幼保小が協働して、期待する子供像や育みたい資質・能力、園で展開される活動や小学校の生活科を中心とした各教科等の単元構成等を明確化したもの

・ 幼保小の合同会議等を定期的に開催するなど、幼児教育施設と小学校の継続的な対話を確保、コミュニティ・スクール等を活用し、保護者や地域住民の参画を得る仕組みづくり

これらを踏まえ、以下の方策を推進

２．幼児教育の特性に関する社会や小学校等との認識の共有
幼児教育施設と小学校が、保護者や地域住民等の参画を得ながら、架け橋期の教育の充実を図るためには、幼児教育の特性について、認識の共有を図ることが必要。
① 幼児教育の特性に関する認識の共有
・ 幼児期の遊びを通した学び※の特性に関する社会や小学校等との認識の共有が未だ十分ではないため、様々な研究や実践の成果に基づく知見を活用して幅広く伝え、遊びを通し
た学びの教育的意義や効果の共通認識を図る

  ※幼児期は、子供が遊びを中心として、頭も心も体も動かして、主体的に様々な対象と直接関わりながら総合的に学んでいくとともに、遊びを通して思考を巡らし、想像力を発揮し、自分の体を使って、友達と様々なことを学んでいく

② ICTの活用による教育実践や子供の学びの見える化
・ ICTを活用したドキュメンテーションやポートフォリオにより日々の教育実践や子供の学びを「見える化」し、先生の教育の意図等を併せて伝えることにより、幼児教育の特性や教育方
針等について、保護者や地域住民の理解を促進
・ 「見える化」による保護者や地域住民との連携の好事例等を収集・発信し、幼児教育の特性に関する社会の認識を向上

※幼稚園教育要領、保育所保育指針、
 幼保連携型認定こども園教育・保育要領幼 小

幼 小

幼 小

幼

（参考資料）幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き及び参考資料（初版）（https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1258019_00002.htm）
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幼児期の教育の重要性

幼児期の特性 「架け橋期」の教育の重要性

幼児期・「架け橋期」の教育の質保障の必要性連携・協働の必要性



６．教育の質を保障するために必要な調査研究等
幼児教育や幼保小の接続の分野について、データやエビデンスに基づく政策形成が必要。
① 幼保小接続期の教育に関する調査研究
・ 国において、架け橋期のカリキュラムに基づく評価方法や、諸外国における子供の多様性を尊重した幼保小の接続期の具体的支援や体制の構築について、調査研究を推進
② 幼児期の教育に関する調査研究
・ 国立教育政策研究所幼児教育研究センター、大学、地方自治体、幼児教育関係団体、民間研究機関等からなる国内外の研究ネットワークを構築
・ 質の高い幼児教育とは何かを明らかにするため、国のプロジェクトとして、大規模な長期縦断調査を実施
・ 日本独自の質評価指標の開発や園内研修等において活用しやすい質評価指標の開発を推進

３．特別な配慮を必要とする子供や家庭への支援
障害のある子供や外国籍等の子供など、特別な配慮を必要とする子供や家庭への適切な支援が必要。
① 特別な配慮を必要とする子供と家庭のための幼保小の接続
・ 特別な配慮を必要とする子供の対応が増加しており、幼児教育施設・小学校と、母子保健、福祉、医療等の関係機関との連携強化により、切れ目ない支援を実施
・ 国や地方自治体において、障害のある子供や外国籍等の子供などの受入れに関する研修プログラムを開発、研修資料や教材を作成
・ 幼児教育施設は、一人一人に応じた指導を重視する幼児教育のよさを生かしながら子供の実態に応じた適切な支援を実施、小学校は、引き継いで必要な支援を実施
② 好事例の収集
・ 幼児教育施設や小学校における子供の多様性に配慮した教育の充実に関する好事例等を収集・蓄積して活用

５．教育の質を保障するために必要な体制等
設置者や施設類型を問わず、幼児教育の質の向上や幼保小の接続等の取組を一体的に推進する体制が必要。また、幼児教育施設における人材確保や勤務環境の改善等が必要。
① 地方自治体における推進体制の構築
・ 地方自治体において、幼保小の担当部局の連携・協働や幼保の担当部局の一元化、
幼児教育センターの設置・活用や幼児教育アドバイザーの配置等を推進

② 架け橋期の教育の質保障のために必要な人材育成等
・ 幼保小に対して専門的な指導・助言等を行う架け橋期のコーディネーターや幼児教育ア
ドバイザーを育成、幼保小接続や生活科を担当する指導主事の配置・指導力の向上
・ 幼児教育施設や小学校の管理職や先生の研修を充実
・ 架け橋期のカリキュラムや研修等を開発・実施する「幼保小の架け橋プログラム」を推進

③ 幼児期の教育の質保障のために必要な人材確保・定着等
・ 国において、処遇改善等の必要な施策を引き続き実施
・ 地方自治体において、総合的な人材確保策を推進
・ 幼児教育施設において、
管理職等がマネジメント能力やリーダーシップを発揮するための研修を充実
心理や福祉、障害等の専門的知見を有する者を積極的に活用
働き方改革を推進するため、ICT環境の整備を推進

・ 事故等の発生・再発防止のための取組を徹底

幼 小

幼 小

幼 小

幼 小

幼 小

幼

幼

４．全ての子供に格差なく学びや生活の基盤を育むための支援
核家族化や地域の関わりの希薄化に伴い、家庭や地域の教育力が低下し、幼児教育施設の役割が一層重要。

※身体的・精神的・社会的に良い状態にあること。短期
的な幸福のみならず、生きがいや人生の意義などの将
来にわたる持続的な幸福を含む概念

※※保育所は「全体的な計画」、幼保連携型認定
こども園は「教育及び保育の内容並びに子育て
の支援等に関する全体的な計画」の作成

① 幼児教育施設の教育機能と場の提供
・ ０歳から５歳の未就園児も含め、様々な体験の機会が得られるよう、幼児教育施設が
有する専門的な知見や場を地域に提供し、様々な子供の学びの場への参加を推進
・ 幼児教育施設において、保護者の幼児教育に対する理解を深めるとともに、親子登園
や相談事業、一時預かり事業等の子育て支援を充実

② 全ての子供のウェルビーイング※を保障するカリキュラムの実現
・ 全ての子供のウェルビーイングを高める観点から、教育課程の編成※※や指導計画
の作成、実施や評価、改善等

幼 幼 小



• 幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであり、全ての
子供に等しく機会を与えて育成していくことが必要。

• 幼児期は遊びを通して小学校以降の学習の基盤となる芽生えを培う時期であり、
小学校においてはその芽生えを更に伸ばしていくことが必要。そのためには、幼児
教育と小学校教育を円滑に接続することが重要。

• 一方、幼児教育と小学校教育は、他の学校段階等間の接続に比して様々な違いを
有しており、円滑な接続を図ることは容易でないため、５歳児から小学校１年生の
２年間を「架け橋期」と称して焦点を当て、０歳から１８歳までの学びの連続性に配
慮しつつ、「架け橋期」の教育の充実を図り、生涯にわたる学びや生活の基盤をつ
くることが重要。

• 架け橋期の教育を充実するためには、幼保小はもとより、家庭、地域、関係団体、  
地方自治体など、子供に関わる全ての関係者が立場を越えて連携・協働すること 
が必要。

• 教育行政を所掌する文部科学省は、こども家庭庁をはじめとする関係省庁と連携を
図りながら、家庭や地域の状況にかかわらず、全ての子供が格差なく質の高い学び
へと接続できるよう幼児期及び架け橋期の教育の質を保障していくことが必要。
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これからの幼保小接続
～ 幼保小の架け橋プログラム ～

これまで これから

目 的 小学校への順応 学びの連続

内 容 交流活動 カリキュラム編成

期 間 数か月       ２ 年（架け橋期）

実施単位 施設単位 地域単位

カリキュラム

体 制

スタートカリキュラム

いわゆる
アプローチカリキュラム

子供たちにしっかりと
学びの基盤を育む！



幼保小の架け橋プログラムの実施について
○幼保小の架け橋期の教育の充実を図り、一人一人の多様性に配慮した上で全ての子供に学びや生活の基盤を育む「幼保小の架け橋プログラム」を
実施するため、幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）と参考資料（初版）を作成
○令和４年度から３か年程度を念頭に、『全国的な架け橋の充実』と『モデル地域における先進事例の実践』を並行して推進
○「幼保小の架け橋プログラム」のねらいは次のとおり

・幼児期から児童期の発達を見通しつつ、５歳児のカリキュラムと小学校1年生のカリキュラムを一体的に捉え、地域の幼児教育と小学校教育の
関係者が連携して、カリキュラム・教育方法の充実・改善にあたることを推進
・３要領・指針、特に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の正しい理解を促し、教育方法の改善に生かしていくことができる手立てを普及
・架け橋期に園の先生が行っている環境の構成や子供への関わり方に関する工夫を見える化し、家庭や地域にも普及     など

※開発会議、園・学校、自治体が本プログラムを
進めていく上でのイメージについて、基盤づくりから
改善・発展サイクルの定着に至るまでの４つの
フェーズから記載。自分たちが、今どこのフェーズに
いるのかを判断し、次のフェーズに向けた取り組
みのイメージ例も記載。

全国的な取組の実施と併せて行う

幼保小の架け橋プログラム事業
令和４年度予算額 1.8億円（新規）

・幼保小の架け橋プログラムについて、モデル
地域（全１９自治体）において具体的に
開発し実践
・モデル地域の成果検証の実施

自治体：地域の全関係機関の参画による「幼保小の架け橋期のカリキュラム」の開発、実施、評価・改善

等

幼稚園関係団体
保育所関係団体
認定こども園関係団体
小学校関係団体
※団体間の連携の強化、団体主催の
研修や会議を活用した普及啓発

〇架け橋期のカリキュラム開発会議

【構成員】
・幼稚園、保育所、認定こども園、小学校
・教育委員会、子育て担当部局
・教員等養成や研修に関わる大学や専門学校 ・幼保小の関係団体
・保護者や地域の関係者 ・有識者
・架け橋期のコーディネーター（有識者） 等

【取組内容】
手引き（初版）、参考資料（初版）を活用しつつ、

・架け橋期のカリキュラムの開発
・カリキュラムの実施に必要となる研修、教材としての環境の活用等の開発
・持続的・発展的な架け橋期のカリキュラムに必要な支援
・国による架け橋期の教育の質保障の枠組みからの助言や各園・小学校の実
践の検証結果を踏まえ改善 等

家庭・地域
※子供の育ちの共有、各園・小
学校の取組への協力

大学等
※取組への助言、養成・研修へ
の反映等

架け橋期のカリキュラムを踏まえ、教育課程編成・指導計画作成、実施
各園・小学校において、接続をコーディネートする者の明確化

持続的・発展的に実施する組織体制の構築

架け橋期の教育の質
保障(国)

【検証体制】
・ 幼保小の接続期の教
育の質的向上に関す
る検討チームのメン
バー及び関係者 等

【検証等の内容】
①実態調査
②改善事項の整理
取組推進

質
保
障

幼児教育推進体制等を通じ、事業の成果を全国の取組に普及・反映

国立･公立
幼稚園

私立
幼稚園

公立
保育所

私立
保育所

Ａ小学校 Ｂ小学校 Ｃ小学校

公立認定
こども園

私立認定
こども園

小学校への入学状況が多様であることも考慮

地域における体制のイメージ
様々な立場から意見
や事例（動画や画像
を含む）を出し合っ
て話し合う

1

カリキュラム・教育方法
の充実・改善

体制づくり



幼保小の架け橋プログラムの取組のイメージ

モデル地域における実践

幼児教育推進体制等を通じた全国的な取組

・文部科学省委託事業「幼保小の架け
橋プログラム事業」を活用し、架け
橋期のカリキュラムの開発、実践、
評価・改善 等 

・幼児教育推進体制のネットワークや、中央協議会、
都道府県協議会、小学校担当の指導主事会議等の機
会を活用し、幼保小の架け橋プログラムの実施に向
けての手引き（初版）や参考資料（初版）等の趣旨
・内容を的確に周知・普及。好事例を分析し、幼保
小の関係者等に展開。

・各自治体における架け橋期のカリキュラム・教育方
法の充実・改善を促進

・幼保小の連携体制や、幼児教育推進体制（幼児教育
センター、幼児教育アドバイザー）の設置を促進

・幼保小の連携・接続に関する様々な自治体の取組を
共有するプラットフォームづくり

・園・小学校や家庭・地域向けにも分かりやすいパン
フレット（架け橋期の取組の意義・効果を含む）や
動画の配信等の多様な発信

令和4年度から3か年程度を念頭に、全国的な架け橋期の教育の充実とともに、モデル地域における
先進事例の実践を並行して集中的に推進。

北海道、岐阜県、滋賀県、広島県、山口県、
高知県、秋田県大館市、宮城県白石市、 福島県
西会津町、埼玉県川越市、神奈川県横浜市、     
静岡県袋井市、静岡県掛川市、京都府京都市、 
大阪府枚方市、大阪府箕面市、島根県津和野町、
香川県高松市、大分県竹田市

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/
youchien/1258019_00002.htm
※令和６年度に最終成果報告（予定）

中間成果報告
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自治体：地域の全関係機関の参画による「幼保小の架け橋期のカリキュラム」の開発、実施、評
価・改善

等

幼稚園関係団体
保育所関係団体
認定こども園関係団体
小学校関係団体
※団体間の連携の強化、団体主催の
研修や会議を活用した普及啓発

〇架け橋期のカリキュラム開発会議
【構成員】
・幼稚園、保育所、認定こども園、小学校   
・教育委員会、子育て担当部局
・教員等養成や研修に関わる大学や専門学校 ・幼保小の関係団体
・保護者や地域の関係者 ・有識者
・架け橋期のコーディネーター（有識者） 等

【取組内容】
幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）、参考資料（初

版）を活用しつつ、
・架け橋期のカリキュラムの開発
・カリキュラムの実施に必要となる研修、教材としての環境の活用等の開発
・持続的・発展的な架け橋期のカリキュラムに必要な支援
・国による架け橋期の教育の質保障の枠組みからの助言や各園・小学校の実践
の検証結果を踏まえ改善 等

家庭・地域
※子供の育ちの共有、各園・小
学校の取組への協力

大学等
※取組への助言、養成・研修へ
の反映等

架け橋期の教育の質保障(国)
【検証体制】
・ 幼保小の接続期の教育の質的向上に関する検討チームの
メンバー及び関係者 等

【検証等の内容】
①実態調査
モデル地域に対して実態調査を行い、各地域の成果検証
※実地調査の視点の例：
・架け橋期のカリキュラムの効果（成果）
（教師の関わりの変化や意識の変化、子供の変化、保護
者の変化、自治体担当者・架け橋期のコーディネー
ター・幼児教育アドバイザー等の変化 等）

②改善事項の整理、取組推進
幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初

版）、参考資料（初版）、架け橋期の教育の質保障の枠組
みに関する改善事項を整理し、全国展開に向けた取組推進

質
保
障

幼児教育推進体制等を通じ、事業の成果を全国の取組に普及・反映

国立･公立
幼稚園

私立
幼稚園

公立
保育所

私立
保育所

Ａ小学校 Ｂ小学校 Ｃ小学校

公立認定
こども園

私立認定
こども園

小学校への入学状況が多様であることも考慮

地域における体制のイメージ
様々な立場から意見や事例（動画や画像を含
む）を出し合って話し合う
・幼保小の教師が、気軽に話し合える関係づくりで必
要なことは？

・全ての教師が関わり、継続的に取り組むためには？
・現場のモチベーションや創意工夫を引き出すには？
・現場を孤立させず、リーダーシップを発揮しつつ、
適切な支援をしていくには？

・園と小学校でのこれまでの取組のよさを生かしなが
ら取り組んでいくためには？

・成果を普及し、域内の幼保小の連携・接続を強化し
ていくには？

・まちづくりの中で、どう取り組んでいくか？
・子供たちの意見も取り入れながら進めていくには？
・幼保小の教師を目指す学生等のモチベーションを高
め、その力を活用するには？
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体制づくり

小学校区・
中学校区

横の
つながり

架け橋期のカリキュラムを踏まえ、教育課程編成・指導計画作成、実施
各園・小学校において、接続をコーディネートする者の明確化

持続的・発展的に実施する組織体制の構築



０歳～ ５歳児 小学校１年生 小学校2年生～

共通の視点として
考えられる項目例

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

①期待する子供像

②遊びや学びのプロセス

③園で展開される活動／小
学校の生活科を中心とし
た各教科等の単元構成等

④指導上
の配慮
事項

教師の
関わり

子供の学びや生
活を豊かにする
園の環境の構
成・小学校の環
境づくり（※）

・・・・

⑤子供の交流

⑥家庭や地域との連携

･･･

開発会議で開発する架け橋期のカリキュラムのイメージ
〇架け橋期のカリキュラムについては、幼保小の教師が協働し、共通の視点を持って教育課程や指導計画等を具体化
できるよう、「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとし、育成を目指す資質・能力を視野に入れな
がら策定できるよう工夫する。そして、幼保小の教師が一緒に振り返って評価し、改善・発展させていく。

〇自治体や園・小学校での工夫を促しつつ、例えば、下記のような共通の視点を整理して示すことが考えられる。

５歳児～小学校１年生（架け橋期。０～１８歳の学びの連続性に配慮）について、

・共通の視点から考えてみよう

・既存の5歳児4月からの教育課程・指導計画を見直してみよう（架け橋期のカリ
キュラムにおける5歳児のカリキュラムの位置づけについても考えてみよう）

・既存の小学校1年生の教育課程・指導計画を見直してみよう（架け橋期のカリ
キュラムにおけるスタートカリキュラムの位置づけについても考えてみよう）

66（※）以下「環境の構成・環境づくり」という。

カリキュラム作成



〇幼保小の協働実施の支援
・研修の充実、研修教材の活用
・実施上のニーズの把握と支援
・園・小学校と関係機関・関係団
体との連携のコーディネートの
充実

架
け
橋
期
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

〇持続的・発展的な架け橋期の
カリキュラム

・持続的・発展的な架け橋期のカリ
キュラム

・人やものとの関わりを通じた学び
を踏まえ、教材としての環境の活
用の充実

・持続的・発展的な子供の交流実施
（子供の自発的な交流等）

〇架け橋期のカリキュラムの実
施・検証

・園・小学校において教育課程編成・
指導計画作成、実施・検証

・人やものとの関わりを通じた学びを
踏まえ、教材としての環境の活用

・子供の交流の充実(子供の自発的な
交流等)

〇架け橋期のカリキュラムの
検討・開発
・共通の視点をもとに内容の検
討・開発

・人やものとの関わりを通じた学
びを踏まえ、教材としての環境
の共通性の理解

・子供の交流の推進

実
施
に
必
要
な
こ
と

〇連携強化への支援
・研修の実施（幼保小合同
研修等）

・自治体内の関係部局との
連携

〇接続を見通し、各園・
小学校で教育課程編成・
指導計画作成

 ・園・小学校での活動の共有
 ・子供の交流

〇各園・小学校での体制
・連携窓口の明確化
・自園・自校の教師への
意識啓発と参画

〇持続可能な体制
・幼保小の合同会議の定着
・相互の教育の内容や方法に関
する理解の改善・発展

〇持続的・発展的な取組を支え
る支援の定着
・研修の改善・発展、研修教材の改
善・発展
・必要な支援策の改善・発展
・園・小学校と関係機関・関係団体
との連携のコーディネートの改善・
発展

〇幼保小間の体制
・幼保小の合同会議の設置
・相互の教育の内容や方法に
関する理解の共有

〇幼保小の協働実施の体制
・幼保小の合同会議の充実
・相互の教育の内容や方法に関する
理解の深化

〇接続に向けた支援
・研修の推進、研修教材の開発
・関係機関との連携を深め、
園・小学校と関係機関・関係
団体との連携のコーディネート

〇架け橋期のカリキュラム
開発会議における準備
・構成員の選定と目指す方向
性の共有

・地域の実態の把握
（開発会議は自治体に設置）

〇持続的・発展的な架け橋期の
カリキュラム開発会議の運営

・方針の改善・発展と支援
・国による架け橋期の教育の質保障
の枠組みとの連携強化（モデル地
域対象）

〇架け橋期のカリキュラム開
発会議による実施の検証
・実施状況の把握・検証と支援
・国による架け橋期の教育の質
保障の枠組みとの連携推進
（モデル地域対象）

〇架け橋期のカリキュラム開
発会議における検討・開発
・方針の検討・決定、開発への
支援

・国による架け橋期の教育の質
保障の枠組みとの連携開始
（モデル地域対象）

開
発
会
議

方針

支援

注：基盤づくりから改善・発展サイクルの定着に至るまでのプロセスの目安。実際には、地域の実態に応じ、各フェーズ間を行きつ戻りつしながら発展していく。
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園
・
小
学
校

自
治
体

フェーズ１
基盤づくり

フェーズ２
検討・開発

フェーズ３
実施・検証

フェーズ４
改善・発展サイクルの定着

1年目 2年目 3年目

進め方のイメージ

具体化

体制づくり

カリキュラム作成



園・小学校での具体化の進め方

基盤づくりが重要！
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【基盤づくり（フェーズ１）】（接続を見通し、
各園・小学校で教育課程編成・指導計画作成）

①園・小学校での活動の共有
・園長・校長間や担任間での関係をつくる
・どのようなねらいでどのようなことをしているのかを共有する
・子供たちがどのような流れ（1日、月、年間）で生活しているのかを
共有する 等
②子供の交流
・まずは行事などの機会にやってみる 等

【実施・検証（フェーズ３）】（実施・検証）

①園・小学校において教育課程編成・指導計画作成、実施・
検証
・教育課程編成・指導計画作成を行い、さらに、共通の視点が保育や授業の場面
でどのような指導上の配慮となって表れているのか相互理解を深める
・相互の教育の見方や子供の捉え方の変容等について意見交換する 等
②人やものとの関わりを通じた学びを踏まえ、教材としての
環境の活用
・人やものといった環境が、子供の発達に応じてどのような教育的価値をもち、
遊びや学習の中でどう活用するかについて一緒に考える 等
③子供の交流の充実
・指示が多過ぎたり、すぐに援助をしたりせず、子供同士の自発的な関わりが生
まれるようにする
・活動前に、園・小学校での子供の姿を伝え合い、教師がどのような関わり方を
するのかについて共通理解を図るとともに、活動後に一緒に振り返る 等

【改善・発展サイクルの定着（フェーズ４）】
（持続的・発展的）

①持続的・発展的な架け橋期のカリキュラム
・共通の視点等についても固定的に捉えすぎず、子供のウェルビーイングを高め
る視点から見直しをする 等
②人やものとの関わりを通じた学びを踏まえ、教材としての
環境の活用の充実
・環境がもつ教育的価値について、幼保小の教師が一緒に教材研究を深め、教材
開発をする 等
③持続的・発展的な子供の交流実施
・子供の自発的な交流を生み出すような充実した子供の交流を図る
・自園・自校内での共有や引継ぎ、複数名での担当とする
・蓄積したノウハウを整理し、話し合いのポイントを検討する 等

【検討・開発（フェーズ２）】（検討・開発）

①共通の視点をもとに内容の検討・開発
・架け橋期のカリキュラムの開発における工夫の一例（3-(3))、共通の
視点から幼児教育と小学校教育がつながる工夫の一例（3-(4))等も参
考に共通の視点をもとに具体化していく 等
②人やものとの関わりを通じた学びを踏まえ、教材と
しての環境の共通性の理解
・人やものといった環境が有する、子供にとっての教育的価値に着目し、
幼保小の教師が意見交換する
・上記を通して、互いに教材観を広げ深めていく  等
③子供の交流の推進
・幼児と児童の双方が、夢中になり学びがある活動とする
・幼児や児童の活動のねらいの共通理解、活動内容の把握
・幼保小での事後打ち合わせ（「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」を手掛かりに、各教師が捉えた子供の姿や教師の関わりについて
意見交換）   等

69

架け橋期のカリキュラムについて、園・小学校での具体化の進め方（各フェーズ）のイメージ 具体化

カリキュラム作成

カリキュラム作成

カリキュラム作成

カリキュラム作成

教材としての環境

教材としての環境

教材としての環境

子供の交流

子供の交流

子供の交流

子供の交流

相互理解
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山口県
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/
attachment/154181.pdf

基盤づくり【フェーズ１】
①園・小学校での活動の共有

共有のきっかけづくりの例

園だよりやドキュメンテーション
を小学校に届ける



【基盤づくり（フェーズ１）】（各園・小学校での体制）

①連携窓口の明確化
・園長・校長の連携とリーダーシップ
・園内・校内の先生の業務分担の中に連携窓口を位置づけ、窓口の一元化
を図る

・幼保小の先生が気軽に話し合えるよう、顔が見える機会を確保する 等
②自園・自校の先生への意識啓発と参画
・園内研修・校内研修等において、先生全員で架け橋期のカリキュラムに取り組
む意義やねらいを共有する
・連携窓口を通じて、授業参観や保育参観、先生の意見交換会などを行う 等

【検討・開発（フェーズ２）】（幼保小間の体制）

①幼保小合同会議の設置
・構成員と所掌内容を決める（架け橋期のカリキュラム、幼保小の研究会、子供
の交流活動等、幼保小の連携・接続に関することを所掌し、園・小学校の各担
当者を構成員等）
・合同会議では、課題に関する協議を行うとともに、子供の変容や自園・自校の
先生の意識の変容等も共有する
・合同会議を踏まえた、園内・小学校内体制整備（様々な委員会等との関係の明
確化、開催日程の共有、全ての先生の理解と協力、個人に依存しない持続的な
体制づくり） 等
②相互の教育の内容や方法に関する理解の共有
・事例を取り上げ、架け橋期のカリキュラムの共通の視点から理解を深めていく
・設置者や施設類型、学校種における特有の表現やそれぞれにもつイメージが異
なる表現（教育課程、指導、教材等）については、自治体による幼保小の合同
研修での経験などを生かし、内容について具体例を示して説明する 等

【実施・検証（フェーズ３）】
（幼保小の協働実施の体制）

①幼保小合同会議の充実
・これまでに蓄積された知見を整理し、相互理解を深める内容や方法に
ついて具体的に話し合う（例：参観後の意見交換はどのような視点がよ
いのか、園・小学校の教育課程や指導計画に関して相互の指導の内容や
方法が生かせることはないか） 等
②相互の教育の内容や方法に関する理解の深化
・相手の職場体験、保育参観・授業参観等を通じた気付きや疑問を話し
合う
・一緒に保育や授業の展開について考えてみる 等

【改善・発展サイクルの定着（フェーズ４）】
（持続可能な体制）

①幼保小合同会議の定着
・園小での持続的、発展的な組織体制を構築する
・日々の業務の中で、幼保小の合同会議の開催頻度が低くなることがあ
る。幼保小の先生が意識を共有し続け、子供の実態に応じつつ幼保小
の創意工夫を生かした架け橋期のカリキュラムとするため、幼保小の
合同会議の定期開催を継続する
・話し合う内容についても、日々の課題だけではなく、時には、中長期
的な展望をもって話し合ったり、初心に戻って話し合ったりする 等
②相互の教育の内容や方法に関する理解の改善・発展
・幼保小の先生が協働して架け橋期のカリキュラムの作成や実施の過程
における気付きを大切にして、接続する園・小学校での子供の学びや
生活を具体的にイメージしながら、相手の教育の内容や方法について
理解し、園・小学校の取組の改善につなげる 等 71

実施に必要なことにおける園・小学校での具体化の進め方（各フェーズ）のイメージ 具体化

合同会議

合同会議

合同会議

合同会議

相互理解

相互理解

相互理解

相互理解



基盤づくり：相互理解を深めるために

 子供の姿を見ながら、語り合う

（例）保育・授業参観

動画

子どもの姿 先生のねらい・意図

 事例をもとに話し合う
◆ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿

 用語について話し合う
（例） 指導、活動、体験、・・・
  ⇒ 捉え方の違いは文化の違い

          なぜ、そう捉えるのか、理由が重要

  保育・授業体験

  合同での授業づくり
72

子供の姿を語り合い、
相互理解を深めること

からスタート
＋ 解説

山口県 https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/154181.pdf



子供の姿を知ることから・・・小学校の先生方の変化

保育参観での驚き
• いろいろなことができる５歳児！

「０からのスタート」からの脱却
• 「園ではどうしてた？」子供に問う

• 「園に聞いてみよう」園に問う

園での経験を生かした授業づくり
• 指導案に園での体験を記載

子供の姿の変化
• 安定
• 主体的
• 自己発揮

73
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小学校の先生方の姿から

 幼保の先生の子供への関わり方を参考に、子供の思いからスタートして指導方法を工夫
するようになった。

 子供たちに活動したいことを尋ねてみたり、園での経験を尋ねたりすることで、子供が選択・
判断する場面が増え、主体的な姿が見られるようになっている。

 園での体験を事前に知ることで、体験を生かしてつなげるための視覚教材など学習方法の
工夫などがされている。

 など

架け橋プログラムの取組による先生方や子供たちの変化

 「幼稚園や保育所などでやったことがある」という経験が小学校でも生かされるようになり、
安心につながっている。

 登校しぶりや離席する子が少なくなり、子供の集中力や活動への関心・意欲の持続が   
伸びている。

 スタートカリキュラムの充実につながり、小学校の生活へのギャップが少なくなった。

 子供同士の話し合いが大事にされ、積極的に発言したり聞いたりし、自信を高めている。
など

子供たちの姿から

13



架け橋期のカリキュラム作成の実際①

• カリキュラム開発に先行・並行し、幼保小の先生が共通
理解を深めるための公開授業・保育及び合同研修を
実施

⇒ カリキュラム作成のためには、相互理解の基盤が
必要

 ドキュメンテーション、事例検討、具体的な子供の姿から幼児期の
子供の相互理解等を深める。

 作成した研修教材の活用（例：高松市「学びをつなぐ活用シート」
子どもの学びトークシート、交流シート・交流Memo）。

 幼児教育施設間、幼児教育施設と小学校間の相互理解を重視し、 
R４年度はカリキュラム作成に進まなかった自治体もある。

75

子供の姿を語り合い、相互理解を深めることからスタート

１年目！令和4年度
架け橋プログラム
採択自治体の
取組例



76

高知県の取組
https://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/311601/files/2023071900053/file_2023927320051_1.pdf

令和５年度
架け橋プログラム
採択自治体の
取組例



77

令和５年度
架け橋プログラム
採択自治体の
取組例



架け橋期のカリキュラム作成の実際②

事務局から「カリキュラム案」
（たたき台）を提示

• 「手引き」を参考に「架け橋期の
カリキュラム枠（園と小学校が協
働で作成する「共通シート」と「実
践記録」から構成）」を開発。

• 市共通版「架け橋期のカリキュラ
ム全体計画」を提示。これを基に
学区の課題や強みを明確にし、
5歳児10月～小学校1年生7月
までの「期待する子ども像」「共
通して充実を目指す活動・体験」
を中心に協議。

既存の接続期カリキュラム等の
見直しから着手

• スタートカリキュラムの現状と課題
を整理し、協同で生活科の年間指
導計画及び学校行事を見直す。

• 「手引き」の共通の視点を参考に
各々のカリキュラムを改善。

78

実効性のあるカリキュラム作成を
目指し、カリキュラム作成のための

教材等の作成に留まる

• 架け橋カリキュラムデザインシート。

１年目！令和4年度
架け橋プログラム
採択自治体の
取組例



79

架け橋期のカリキュラム ～滋賀県～ （令和６年３月時点）事務局から「カリキュラム案」を提示 令和5年度
架け橋プログラム
採択自治体の
取組例
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架け橋期のカリキュラム ～滋賀県～ （令和６年３月時点） 令和5年度
架け橋プログラム
採択自治体の
取組例



81

架け橋期のカリキュラム ～大館市～ （令和６年３月時点）事務局から「カリキュラム案」を提示 令和5年度
架け橋プログラム
採択自治体の
取組例
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架け橋期のカリキュラム ～大館市～ （令和６年３月時点）
令和5年度

架け橋プログラム
採択自治体の
取組例
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架け橋期のカリキュラム ～大館市～ （令和６年３月時点） 令和5年度
架け橋プログラム
採択自治体の
取組例
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架け橋期のカリキュラム ～大館市～ （令和６年３月時点） 令和5年度 架け橋プログラム
採択自治体の取組例



https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/hoiku-yoji/shitukoujou/renkei/default20220908.html

実効性のあるカリキュラム作成を目指し、
カリキュラム作成のための教材等を作成（横浜市）

85

令和4年度 架け橋プログラム
採択自治体の取組例



【基盤づくり（フェーズ１）】（各園・小学校での体制）

①連携窓口の明確化
・園長・校長の連携とリーダーシップ
・園内・校内の先生の業務分担の中に連携窓口を位置づけ、窓口の一元化
を図る

・幼保小の先生が気軽に話し合えるよう、顔が見える機会を確保する 等
②自園・自校の先生への意識啓発と参画
・園内研修・校内研修等において、先生全員で架け橋期のカリキュラムに取り組
む意義やねらいを共有する
・連携窓口を通じて、授業参観や保育参観、先生の意見交換会などを行う 等

【検討・開発（フェーズ２）】（幼保小間の体制）

①幼保小合同会議の設置
・構成員と所掌内容を決める（架け橋期のカリキュラム、幼保小の研究会、子供
の交流活動等、幼保小の連携・接続に関することを所掌し、園・小学校の各担
当者を構成員等）
・合同会議では、課題に関する協議を行うとともに、子供の変容や自園・自校の
先生の意識の変容等も共有する
・合同会議を踏まえた、園内・小学校内体制整備（様々な委員会等との関係の明
確化、開催日程の共有、全ての先生の理解と協力、個人に依存しない持続的な
体制づくり） 等
②相互の教育の内容や方法に関する理解の共有
・事例を取り上げ、架け橋期のカリキュラムの共通の視点から理解を深めていく
・設置者や施設類型、学校種における特有の表現やそれぞれにもつイメージが異
なる表現（教育課程、指導、教材等）については、自治体による幼保小の合同
研修での経験などを生かし、内容について具体例を示して説明する 等

【実施・検証（フェーズ３）】
（幼保小の協働実施の体制）

①幼保小合同会議の充実
・これまでに蓄積された知見を整理し、相互理解を深める内容や方法に
ついて具体的に話し合う（例：参観後の意見交換はどのような視点がよ
いのか、園・小学校の教育課程や指導計画に関して相互の指導の内容や
方法が生かせることはないか） 等
②相互の教育の内容や方法に関する理解の深化
・相手の職場体験、保育参観・授業参観等を通じた気付きや疑問を話し
合う
・一緒に保育や授業の展開について考えてみる 等

【改善・発展サイクルの定着（フェーズ４）】
（持続可能な体制）

①幼保小合同会議の定着
・園小での持続的、発展的な組織体制を構築する
・日々の業務の中で、幼保小の合同会議の開催頻度が低くなることがあ
る。幼保小の先生が意識を共有し続け、子供の実態に応じつつ幼保小
の創意工夫を生かした架け橋期のカリキュラムとするため、幼保小の
合同会議の定期開催を継続する
・話し合う内容についても、日々の課題だけではなく、時には、中長期
的な展望をもって話し合ったり、初心に戻って話し合ったりする 等
②相互の教育の内容や方法に関する理解の改善・発展
・幼保小の先生が協働して架け橋期のカリキュラムの作成や実施の過程
における気付きを大切にして、接続する園・小学校での子供の学びや
生活を具体的にイメージしながら、相手の教育の内容や方法について
理解し、園・小学校の取組の改善につなげる 等 86

実施に必要なことにおける園・小学校での具体化の進め方（各フェーズ）のイメージ 具体化
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体制づくりを進めるために
園・小学校：連携のきっかけづくり

87

 地域の幼児教育施設の連携のきっかけ例
・公開保育
・研修（ニーズをつかむ：特別支援教育、保育技術等）

・小学校との連携  等

 小学校との連携のきっかけ例
  ・合同研修（自治体主催・悉皆研修）

  ・幼保小連絡会（小学校入学に当たっての配慮事項などの情報交換会）

  ・入学保護者説明会（幼児教育関係者の参加により、小学校の取組を理解）

                                                              等

横のつながり

縦のつながり

令和4年度
架け橋プログラム
採択自治体の
取組例



• 自治体内の部署を超えた横の連携

• 自治体担当者が関係団体（小学校校長会、幼児教育関連団
体）を訪問し、理解を求める

• 協力地域の園校に足を運び、校園長と関係性をつくる など

• 自治体内では教育長への啓発

• 架け橋期のコーディネーターの配置（小学校教育担当・幼児
教育担当の２名体制）

体制づくりの実際
施設類型、設置主体を越えた連携のために

地道な働きかけ

88

内
と
外
の
体
制
づ
く
り

令和4年度
架け橋プログラム
採択自治体の
取組例
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演 習
架け橋期の教育の充実に向けて



90

まとめにかえて



○ 「幼保小の架け橋プログラム」は、子供に関わる大人が立場の
違いを越えて自分事として連携・協働し、この時期にふさわしい主
体的・対話的で深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮
した上で全ての子供に学びや生活の基盤を育めるようにすること
を目指すものです。

本プログラムは、架け橋期に求められる教育の内容等を改めて可
視化したものであり、関係者の負担軽減に留意しつつ、 各地域や
施設の創意工夫を生かした取組が広がり深まっていくことを期待
しています。

「幼保小の架け橋プログラムの実施に向けての手引き（初版）」
「はじめに ～幼保小の架け橋プログラムの重要性～」より

全ての子供に学びや生活の基盤を育むために・・・

91

カリキュラム・教育方法の充実・改善体制づくり



参考資料①

92

幼児期及び幼保小接続期の教育の理解増進事業における
動画コンテンツ及び冊子資料について



93

幼児期は生涯の人格形成の基礎を培う重要な時期です。そのため、幼稚園等において
は、家庭や地域と連携を図りながら、全ての子供に格差なく質の高い幼児教育を提供して
いくことが重要です。また、幼稚園等において育んだ資質・能力を小学校で更に伸ばしてい
けるよう、幼児教育と小学校教育の円滑な接続を図ることが求められている。

幼児期及び幼保小接続期の教育に関する参考資料

一方で、幼稚園等における教育は、子供の発達を踏まえ、遊びを通した学びを大切にする
などの特性を有しており、一部の保護者や小学校等からはただ遊ばせているだけとの誤解が
あるなど、関係者との幼児教育に関する認識の共有が未だ不十分である等との指摘がなさ
れている。

幼児教育の特性や幼児期及び幼保小接続期の教育の重要性について広く発信し、保護
者や教育関係者との認識の共有を図っていけるよう動画コンテンツや参考資料を作成。



幼児期に遊びを通して育まれた資質・能力 小学校の学習や生活の基盤となっている
幼児期に遊びを通して育まれた資質・能力

幼稚園等においては、子供たちに遊びを通して資質・能力を育んでいること、その資質・能
力は小学校以降の学習や生活の基盤となっていること等について、子供たちの遊んでいる
姿や幼児教育施設と小学校の先生のインタビューを交えながら解説しています。

動画コンテンツ：https://www.youtube.com/watch?v=UxfAl3XWfGo

遊びは学び 学びは遊び “やってみたいが学びの芽”
～「やってみたい」から始まる学びの芽（知識・技能や思考力等の基礎、学びに向かう力）の育成～

動画
コンテンツ

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/mext_02697.html
https://www.youtube.com/watch?v=UxfAl3XWfGo


遊びは学び 学びは遊び “やってみたいが学びの芽”
～「やってみたい」から始まる学びの芽（知識・技能や思考力等の基礎、学びに向かう力）の育成～

これからの時代を生きていく子供たちが、自ら人生を切り拓いてい
くための資質・能力を育むことは重要であり、その資質・能力の育
成は、幼児期からスタートしています。 園での子供たちは、遊びを通して、感じたり、気付いたり、

不思議に思ったことを調べたり、友達と協力するなどして、
様々なことを学んでいます。

幼児教育において育みたい資質・能力が、一体的に育まれ、こ
のような資質・能力は、先生の援助や工夫があることで、より豊か
に育まれ、小学校以降の学習につながっていきます。

子供の興味や発達を踏まえ、保育者の関わりや環境の構成によ
って、個々の遊びが深まっていくように豊かに育まれるような工夫し
ながら、小学校以降の学びを見通して、日々の保育を計画して
います。 



遊びは学び 学びは遊び “やってみたいが学びの芽”
～「やってみたい」から始まる学びの芽（知識・技能や思考力等の基礎、学びに向かう力）の育成～

幼児期に教育的な意図をもって育まれた資質・能力が、小学校の各教科等に
おける、知識及び技能の習得や思考力，判断力，表現力等の育成につながっ
ていきます。 

生活科だけではなく、園のごっご遊びの中で対話する経験が“話したり聞いたり
する「国語」の学習”に、積み木遊びが“「算数」の図形の学習”に…、といったよ
うに、幼児期の遊びが小学校以降の学びにつながっています。

園と小学校との学びがつながるように、園の先生や小学校の
先生たちの連携も行われています。 



幼児教育と小学校教育がつながっているってどういうこと？

幼児教育と小学校教育の接続について、幼児期の遊びを通した学びと小学校の各教科等の学習の
つながりを見える化し、幼保小の相互理解を促進するための参考資料です。
第１章「幼児教育と小学校教育」においては、それぞれの教育の特徴等を解説し、第２章「各教科
等における学びのつながり」においては、幼児期の遊びを通した学びと各教科等の学習（小学校一年
生で学習する全ての各教科等）とのつながり等を解説しています。

幼稚園等の
遊びを通した

学び

幼児教育及び小学校教育関係者向け参考資料：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/mext_02697.html

参考資料
（冊子）

小学校の
授業展開例

https://www.youtube.com/watch?v=UxfAl3XWfGo
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/mext_02697.html


幼児教育と小学校教育がつながっているってどういうこと？



幼児教育と小学校教育がつながっているってどういうこと？



幼児教育と小学校教育がつながっているってどういうこと？

各教科等の表紙 幼児教育の遊びを通した学びと
各教科等における単元等のつながり

各教科等の単元等における
幼児期の遊びを通した学びを

生かした授業展開例



幼児教育と小学校教育がつながっているってどういうこと？

執筆者

・幼児教育関係者と小学校教育関係者が共同で作成

各教科等の特徴

・各教科等において、どのような資質・能力を育成するか、
どのような「見方・考え方」を働かせていくのかなど
・各教科等の特徴を踏まえ、幼児期の遊びの中にある学
びが、小学校以降の各教科等の主体的・対話的で深い
学びにつながることなど

幼児期の遊びを通した学び

・幼児期の遊びを通した各教科等につながる幼児期の学
びの概要
・各教科等の学習内容へつながる具体的な場面



幼児教育と小学校教育がつながっているってどういうこと？

主体的な学びを引き出す保育者の援助と環境の構成

・一人一人の幼児が主体性を発揮して活動を展開してい
くための保育者の援助と環境の構成の一例
※必ずしも記載されている援助と環境の構成のみではない

遊びを通した学び

・園での活動の概要、子供のつぶやきや様子（太字）、
遊びを通して育まれている資質・能力の一例
※ ここで示した遊びを通した学びを通して育まれる資質・能力は、各教科等
の学習内容の側面から見た一例

幼児教育を通して育まれた10の姿

・学習指導要領の各教科等における内容と深くつながるも
のを抜粋しして記載。

小学校の各教科等における資質・能力とのつながり

・遊びを通して育まれた資質・能力と各教科等の内容ごと
の資質・能力とのつなっがり



幼児教育と小学校教育がつながっているってどういうこと？

授業展開例

・幼児期の遊びを通して育まれた資質・能力を生かした授
業展開例
・各活動において、教師と児童のやり取りを具体的に記載
・「タネは いくつ あるかな？」と本時のめあて（課題）を
提示

幼児期の遊びを通した学び

・各教科等の本単元等に関連する遊びを通して育まれて
きた資質・能力

ポイント

・遊びを通した学びを生かす等の各教科等における指導の
工夫

各教科の目標と学習計画等

・各教科等の単元等における目標と学習計画
※学習計画は、各教科等によって異なる
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幼児期及び幼保小接続期の教育に関する参考資料
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幼児期及び幼保小接続期の教育に関する参考資料

教員研修
（自治体主催） 園校による研修

（公開保育・授業参観等）

保護者会
就学時健診入学説明会

動画コンテンツ、冊子資料をきっかけにして、
          園や小学校の具体的な子供の姿をお伝えください！



参考資料②
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「障害のある幼児と共に育つ生活の理解と指導」
（文部科学省・厚生労働省・内閣府著作 教師等用資料）

第３章 障害のある幼児などへの指導における基本的な考え方

第２章 園における障害のある幼児などへの指導第１章 幼児教育の基本

『幼稚園における心身に障害のある幼児の指導のために』
（昭和６２年文部省）を改訂■令和５年３月 文部科学省ＨＰ掲載障害のある幼児と共に育つ

生活の理解と指導

令和５年３月

文部科学省
厚生労働省 内閣府

第４章 障害に関する基本的な理解と障害のある幼児などの困難さ
に応じた支援の手立ての考え方

第６章 園における障害のある幼児などの支援の実際（実践事例）第５章 教育支援の体制整備

障害のある幼児などへの指導の参考となるよう、具体的な事例
を紹介

体制整備の必要性、個別の教育支援計画と個別の指導計画、
専門機関や保護者との連携、小学校への円滑な接続などにつ
いて記述

『幼稚園教育要領』等の基本的な考え方は変わらない
要領改訂を踏まえ内容を充実
【充実した内容の例】
○幼児教育を行う中での障害のある幼児への指導の考え方
○幼児教育におけるアセスメント
○障害種ごとの基本的な理解と支援
〇教育支援の体制整備や専門機関との連携
〇個別の教育支援計画と個別の指導計画 など

障害のある幼児などの合理的配慮、幼児教育におけるアセス
メント、子育ての支援などの基本的な考え方について記述 障害種ごとの基本的な理解と支援の手立などについて記述

幼児教育を行う中での障害のある幼児などへの指導を行う際
の考え方などについて記述

幼児教育の基本について記述

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1341233_00002.htm



幼保連携型認定こども園における 保育教諭等のための参考資料
－園児が心を寄せる環境の構成－

幼保連携型認定こども園における教育及び保育の基本となる 「環境を通して行う教育及び保育」
の基本的な考えや方法などについて解説するとともに、実践事例を示すなど、各園における保育
教諭等の園児への指導の参考とするもの。【内閣府、文部科学省、厚労労働省】
➢ 認定こども園全ての類型を対象とするほか、幼稚園、保育所においても参考になるもの。

概要

構成

【第１章】 「環境を通して行う教育及び保育」の
基本的な考え方

１．幼保連携型認定こども園における教育及び保育の基本
２．「環境の構成」の意義
３．園児の理解に基づいた評価と小学校教育との接続
➢ 「環境の構成の意義」や「計画的な環境の構成」、「幼保連
携型認定こども園における教育及び保育において育みたい資
質・能力」など、「環境を通して行う教育及び保育」の基本的
な考え方や小学校教育との接続など

【第２章】 園児の理解に基づいて環境
を構成するための具体的な考え方とポイント

１．環境を構成するための具体的な考え方
２．園児の理解を基に環境を構成していく際のポイント
３．多様な園児が過ごすことに配慮した環境の構成
➢ 「園児の理解ー指導計画の作成ー環境の構成ー活動の展
 開ー評価」の循環の中で行われる教育及び保育において、
 その過程の中で大切にしたいポイントや具体的な手立てなど

  ➢ 指導計画を基に環境を構成していく際の考え方、保育教諭       
等が意図をもって環境を構成していくことの大切さや環境の
再構成、教材研究などについて具体的に説明するなど、
園児の理解に基づいて環境を構成していくための
具体的な考え方やポイントなど

【第３章】 園児の理解に基づいた「環境を通して
行う教育及び保育」の実践事例（13事例）
➢ 園児の体験を豊かにする魅力のある環境の構成、多様な園児
が過ごすことに配慮した環境の構成、など13の実践事例を紹介

※本資料は、幼保連携型認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、
保育所保育指針の３つの要領・指針の共通の内容である、満3歳児から
５歳児を対象に作成したもの。

令和４年３月下旬
公表・発売

☞ 認定こども園等における園児への指導に関して
〇 「幼保連携型認定こども園教育・保育要領」（平成29年3月改訂）【内閣府、文科省、厚労省】
〇 「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく教育及び保育の質の向上に向けた実践事例集」（令和2年4月）【内閣府】
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「指導と評価に生かす記録」
（文部科学省著作 教師用資料）

第３章 記録を指導や評価の実際に生かす

第２章 実践者のための記録の実際第１章 専門性を高めるための記録の在り方

幼児教育の特性とそれを踏まえた記録の重要性や
記録の意義と生かし方について記述

様々な場面や状況に応じた具体的な記録の方法つい
て紹介

記録を実際の指導場面や評価でどのように行い、活用するかについて具体的な事例に基づき紹介

【充実した内容の例】
○幼稚園において育みたい資質・能力及び

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
○幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続
○教材研究

『幼稚園教育要領』の基本的な考え方は変わらない
従来の内容を継承しつつ、要領改訂を踏まえ充実

URL：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1341235.htm

『指導と評価に生かす記録』（平成25年7月改訂）を改訂
■令和３年１２月 株式会社チャイルド本社より出版
文部科学省ＨＰ掲載



「幼児の思いをつなぐ指導計画の作成と保育の展開」
（文部科学省著作 教師用資料）
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『幼稚園教育要領』の基本的な考え方は変わらない
従来の内容を継承しつつ、要領改訂を踏まえ充実

【充実した内容の例】
○幼稚園において育みたい資質・能力及び
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

○カリキュラム・マネジメント 
○入園当初（特に満３歳児の入園）の配慮
○幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続
○教材研究

第４章 指導計画の評価・改善のポイントと実際第３章 指導計画の作成と保育の実際

第２章 指導計画の作成の具体的な手順とポイント第１章 指導計画作成に当たっての基本的な考え方

幼稚園教育において育みたい資質・能力や「幼児
期の終わりまでに育ってほしい姿」、指導計画の意
義、小学校の教育課程との接続などについて記述

指導計画の作成の具体的な手順やポイントなどに
ついて記述

指導計画を作成する上での手掛かりとなるように、
長期と短期の指導計画の視点や小学校教育との円滑な
接続の視点から、具体的な事例を紹介

指導計画の評価・改善のポイントと具体的な事例
を紹介

『指導計画の作成と保育の展開』（平成25年7月改訂）を改訂
■令和３年３月 株式会社チャイルド本社より出版 文部科学省ＨＰ掲載

URL：https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1341233_00001.htm



「幼児理解に基づいた評価」
（文部科学省著作 教師用資料）
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『幼児理解と評価』（平成22年7月改訂）を改訂
■平成31年３月 株式会社チャイルド本社より出版 文部科学省ＨＰ掲載

第３章 幼児理解に基づいた評価の実際（実践事例）

第２章 幼児理解に基づいた評価の基本的な考え方第１章 幼児理解に基づいた評価の意義

幼児理解と評価の基本的な考え方、よりよい保育
をつくり出すために押さえておきたい基本的なこと
などについて記述

幼児理解と評価を実施する上で求められる教師の
姿勢や実施上の配慮事項、園全体で幼児理解を深め
よりよい指導に生かしていく考え方について記述

各幼稚園が幼児理解に基づいた評価を実施していくための手掛かりとなるようにいくつかの具体的な事例
を紹介

『幼稚園教育要領』の基本的な考え方は変わらない
従来の内容を継承しつつ、要領改訂、幼稚園幼児指
導要録を踏まえ充実

【充実した内容の例】
○幼稚園において育みたい資質・能力及び
「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

○よりよい指導につながる記録の生かし方
○日々の記録からの指導要録

URL： https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/07121724/1296261.htm



「幼児期から児童期への教育」
（国立教育政策研究所 教育課程研究センター著作  教師用資料）
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■平成17年2月 ひかりのくに株式会社より出版
国立教育政策研究所ＨＰ紹介

第３章 実践事例第２章 幼児期から児童期への教育を豊かにする視点

序章 指導資料作成の趣旨

幼児期から児童期への教育についての基本的な
事項を示し、指導資料作成の趣旨について記述

幼稚園教育に期待されることについて、①生活を
豊かにし人間関係を深めること、②小学校以降の生
活や学習の基盤をつくることの２つの視点から記述

幼児期から児童期への教育を豊かにする視点として、
①生活の連続性、②教材研究、③伝え合い、④協同性、
⑤小学校との連携、⑥家庭との連携の６つを記述

幼稚園と小学校との連携・接続をスムーズに行なう
ために、各幼稚園において、幼児期から児童期への
教育を意識しながら適切な教育課程を編成し、実施
する上での基本的な考え方と、実践事例を紹介した
指導資料

URL：https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidou/youji_jidou.

第１章 幼稚園教育に期待されること

幼児期から児童期への発達の流れを幼稚園生
活に沿って大きく３つの時期にわけ、それぞれ
の時期の特徴を捉えた19の実践事例を紹介



「幼稚園における道徳性の芽生えを培うための事例集」
（文部科学省著作 教師用資料）
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■平成13年6月 ひかりのくに株式会社より出版

第３章 道徳性の芽生えを培うための指導の実践事例 ～人間関係の広がりと生きる喜び～

第２章 道徳性の芽生えを培うための指導と指導計画作成の手掛かり

第１章 道徳性の芽生えを培うための指導の基本的考え方

幼乳児期から幼児期にかけての道徳性の発達に関わる基盤とその発達を促すものは何かなど、乳幼児期
における道徳性の発達についての基本的な考え方について記述

各幼稚園における道徳性の芽生えを培うための指導の配慮事項、及び幼児が人やものとの関わりを深め
ながら充実した幼稚園生活を展開する中で、道徳性の発達を促す様々な経験を積み重ねていくための指導
計画作成の手掛かりを記述

幼児期における道徳性の芽生えを培うための指導について具体的に考えていくために、どの幼稚園でも
起こりうる日常的な出来事を事例として取り上げ、紹介

学校教育においては、幼稚園段階から高等学校段階まで、
発達段階に応じて道徳教育が行われている。幼稚園におい
て道徳性の芽生えを培うために、教師一人一人が理解を深
めておくべき事項について、道徳性の発達、教師が指導する
際の配慮、指導計画作成、道徳性の芽生えにつながる幼
児の姿と教師の関わりの事例など、幅広い角度から記述
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